
睡眠呼吸器管理部門からのお知らせ 

特命講師 小林 和幸 

 The Lung創刊号でもご報告申し上げたように、本年

度より睡眠呼吸管理部門として活動しております。昨

年度までは閉塞性睡眠時無呼吸症候群を中心とし

た診療を行っておりましたが、帝人在宅医療株式会

社との共同研究として新設された部門ですので、研

究にも重点を置き、今年度からは循環器疾患に合併

した睡眠障害の研究、治療を広く行っております。旧

第一内科の先生方や関連病院の先生方は、多くの

慢性心不全患者さんを診療されておられると思いま

す。慢性心不全に伴う睡眠障害の合併率は25～

40％と非常に高く、心不全の増悪因子にもなってお

ります。当部門では、スクリーニング検査からポリソム

ノグラフィに至るまでの精査、陽圧換気デバイスを用

いた治療まで行っております。陽圧換気療法は薬剤

などに治療抵抗性の心不全患者にも有効である可

能性を秘めた治療です。心不全治療に難渋されてお

られましたら、少し目先を変えて呼吸管理について当

科にご紹介いただけると幸甚です。先生方からのご

紹介をお待ち申し上げております。 

 今後とも、当部門につきましてもご支援、ご協力を

お願い申し上げます。 

発行：650-0017神戸市中央区楠町7-5-1 
  神戸大学大学院医学研究科呼吸器内科 
  TEL:(078)382-5846  FAX:(078)382-5859 
http://www.med.kobe-u.ac.jp/resp/index.html 

神戸大学大学院医学研究科 

呼吸器内科学 

The Lung 第1巻 第3号 

 台風12号により被災された皆様に、心よりお見舞い申し

あげます。一日も早い復旧と皆様のご健康を心からお祈

り申し上げます。 

 The Lung 創刊号（平成23年3月発行）で兵庫県喘息

死ゼロ作戦を紹介いたしましたが、進捗状況をご報告した

いと存じます。兵庫県全体で目的を一つにして、二次医

療圏ごとに専門医の皆さんのご指導の下プロジェクトを展

開しています。呼吸器内科のOBの先生方にもご協力頂

いており、西播磨地区山本裕之先生、北播磨地区高月

清宣先生、東播磨地区大西 尚先生が世話人として、そ

れぞれ卓越した指導力を発揮されています。神戸大学

病院では、神戸市立医療センター中央市民病院、西市

民病院と連携し、吸入指導のための病薬連携を行ってい

ます。指導箋を基に評価表に沿った吸入指導を院外薬

局で行うものです。今後は兵庫県全体で統一した様式で

の指導が行える環境作りを目指しています。近畿地区で

開催された講演会でも注目度は高く、多くの施設より照

会を受けました。10月以降、東京、仙台での講演予定が

あり、兵庫県から全国に向けて情報発信を図りたいと考

えています。 

 さて、呼吸器内科ニュースレターは今回で３号

目となりました。今回は本年度より新規開設され

た睡眠呼吸管理部門の紹介、8月よりカナダ・

バンクーバーに留学した山本正嗣先生の苦労

話、9月23日よりオランダ・アムステルダムで開

催された欧州呼吸器学会（ERS）での発表秘話

を報告させて頂きたいと存じます。呼吸器診療

に益々努力をしているところですが、先生方のご

支援、ご協力を何卒よろしく御願いいたします。 
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バンクーバーより   ～留学報告～ 

H14年卒 山本 正嗣 

 平成14年卒の山本正嗣です。2009年末に何か新

しいことをやってみたいと思い立ってから準備をはじ

め、大学の仕事をしながら1年半近くかかってしまい

ましたが、今年の8月より、カナダのバンクーバーに研

究留学でやってきました。University of British Co-

lumbia (UBC)の医学部呼吸器内科学教室に所属

し、James Hogg Research Centre, Institute for 

Heart + Lung Health (JHRC)とChan-Yeung Center 

for Occupational and Environmental Respiratory 

Disease (CCOERD)との共同研究にPostdoctoral 

Fellowとして参加して、2人のPIのもと研究を開始しよ

うとしています。なんとか1か月が経って、生活もだい

ぶん落ち着いてきたところです。研究のテーマは気道

のアレルギー性炎症をヒトの臨床検体で種々の新し

い解析方法を用いて新たな病態を解明していくという

ものです。 

 仕事が軌道に乗るかどうか、英語でコミュニケーショ

ンできるか、資金がもつかどうか（ポスドクの給料は安

い！）、いろいろと悩みはつきませんが、このような立

場で全く新しい環境でチャレンジするのはとても新鮮

で、ありがたく思っております 

 バンクーバーの夏はとてもすごしやすく快適です。

秋に入ると長い雨季に突入するそうで、いまのうちに

日本から連れてきた愛車（自転車）でバンクーバー周

辺を探検しています。呼吸器内科のブログにも少しず

つ近況を載せようと思っています。また、facebookで

も休日の写真などを少しずつupしていこうと思ってい

ますので、もしよろしければ探してみてください。 
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欧州呼吸器学会（ERS)で発表しました    H15年卒 永野達也 

 文化12年（1815年）に83歳の杉田玄白が蘭学事

始を書き上げてから約200年。阿蘭陀から学んだ西

洋医学を日本で発展させた成果を発表する機会を

得ました。前日に受領総代として学位記を授与さ

れ、気のゆるみがあったせいか、行きも帰りもオランダ

のスキポール空港で迷子になってしまい非常に心細

い思いをすることになりました。当時の日本と同じく海

外旅行にさえ出かけたことがなかったにもかかわら

ず、海外経験の豊富な先生方と日程を合わせず、安

易に単身でオランダに乗り込んだのが失敗でした。 

 大会2日目に「Crucial role of phospholipase Cep-

silon in the development of asthma in mice」という

題目で発表を行いました。これは分子生物学分野の

片岡徹教授の講座で昨年度から取り組ませて頂い

ている研究で、昨年度の研究審査会では神戸大学

の中で最高得点の評価を頂きました。有難いことに

呼吸器領域でこの分野の研究を継続してもよいとい

う御許可も頂いております。学会の合間にはヨーロッ

パ建築の教会や風車を見学し、フェルメールやゴッ

ホといった世界的名画も鑑賞することが出来ました。 

 学会を通して御世話になりました先生方に深く感謝

を申し上げますとともに、今回学んできたことを今後

の基礎研究に活かして参りたいと思います。 
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肺がんから「せき」「息切れ」まで 

何でもご相談下さい！ 

The Lung 


